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ニューラルネットによる編み目模様の視覚的テクスチヤの評価
○岩佐美代子　森俊夫
( 岐阜女大)

目的　視覚的テクスチャを明確に評価するためには、均一性、コントラスト、情報量、
複雑性などの人の視知覚と比較的対応する客観的パラメータを測定し、これらのパラメー

タと主観的パラメータとの間にどのような関係があるかを調べる必要がある。本研究では
編み目模様のグレイ画像についてテクスチャ解析とフラクタル解析を試み、模様の「複雑
さ」や「凹凸性」などの官能評価量との関係を検討すると共に、カルマンフィルタを学習

アルゴリズムとするニューラルネットワークを用いて視覚的テクスチャの評価を試みた。
方法　試料は毛糸を使用し、19種類の編み目模様を作成した。スキャナから取り込まれ
たグレイ画像から同時生起行列特徴量である角二次モーメント（ＡＳＭ）、コントラスト
（ＣＯＮ）、相関（ＣＯＲ）、エントロピー（ＥＮＴ）およびグレイ曲面の起伏の複雑さ

を表すフラクタル次元（Ｄ）を求めた。また、編み目模様の「複雑さ」（SI)、「凹凸性」
（S2）、「大きさ」（S3 ）および「粗密」（S4 ）について５段階評価で官能検査を行った。

結果　SIやS2はＤやＣＯＮと高い相関を示し、複雑で局所的変化の大きい模様ほど凹凸
性が大きい傾向にある。 S3はASM とS4はＤやＣＯＮとの間に負の相関がみられ、模様の
小さいものほど均一性が高く、密なものほど単純で局所的変化が小さい傾向にある。ニュ

ーラルネットワークの入力層の各ユニットには５種類の画像パラメータの値を、出力層に
は４種類の官能値を教師データとして入力して学習を行わせた結果、中間層のユニット数
を５とした場合に学習程度がより良いと考えられた。学習回数200 回におけるニューラル

ネットワークによる計算値と官能評価値との間にS4を除いては高い相関が得られた。
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ドレープド・スカートのドレープ分量が視覚官能値に与える影響
○三木幹子＊　山田知里＊＊　綾田雅子＊＊　丹羽雅子＊3
(＊広島女学院大，＊＊共立女短大 ＊3奈良女大)

＜目的 ＞力 学特性 の異な る16 種 の布で、 ﾄﾞﾚｰ ﾌﾟ分量 を一定にした ﾄﾞﾚｰ ﾌﾟ ﾄﾞ･ｽｶ 弓 を製 作し、

静的お よび動的な ﾄﾞﾚｰ ﾌﾟ の美し さに関す る官 能検査を行い 、布 の基本的力学特性を用い て

精度 よく視 覚官能値を予測でき るこ とはすで に確認 した1)。 本報では ﾄﾞﾚｰ ﾌﾟ ﾄﾞ･ｽｶｰﾄ のﾄﾞﾚｰ

ﾌﾟ分 量が視 覚評価 に及ぼす影響を明確 にする ため、 ﾄﾞﾚｰ ﾌﾟ分量の異なるサンプ ル につい て

動的官 能検 査を行い 、素材の力学特性 とﾄﾞﾚｰｱ ﾄﾞ･ｽｶｰﾄ の動 的 ﾄﾞﾚｰ ﾌﾟ の美し さとの関係 を捉

えるこ とを目的 とする。

＜方 法＞既 報にお いて、動的視覚評価 が高かっ た試 料布お よび 低かった試料布につい て、

ﾄﾞﾚ- ﾌﾟ分量を5 段階に変化 させ、また構成方 法による ﾄﾞﾚｰ ﾌﾟの違いを検討す るた めに、ﾀｯｸ

数を4 本と10 本の2 段 階に変化 させ たﾄﾞﾚｰ ﾌﾟ ﾄﾞ･ｽｶｰﾄ を製 作した。 これ らのｻﾝ ﾌﾟﾙ を9 号ｻｲ ｽﾞの

人 が着装し、一定 距離を歩行し たとき の動的 ﾄﾞﾚｰ ﾌﾟの美しさについて、SD 法を用い 、5 段階

による視 覚官能評価を行った。被 験者 は20 歳代 の女性34 名 である。

＜結果 ＞既 報で評価 の高 かった 、適度 な硬 さと弾力 を持っ た試料布で製作 したﾀｯｸ 数4 本の

ｽｶｰﾄ の場合 、 ﾄﾞﾚｰ ﾌﾟ分量が変化 して も評価値 は高く、有意な差は認 められな かっ た。 しか

し、ﾀｯｸ 数 を10 本にした場合は、 ﾄﾞﾚｰ ﾌﾟ分量 が多 くなると、ひだが角張 り不規則 になるため

評価値 が低 くなる傾向が見 られ た。 前回評価 の低かっ た、曲げ柔 らかく弾性に欠 ける試料

の場合 、 ﾄﾞﾚｰ ﾌﾟ分量を125% にす ると評価 が高 くなるが、その後は ﾄﾞﾚｰ ﾌﾟ分量 の増加 にとも

ない評価 は低くな り、 ﾄﾞﾚｰ ﾌﾟ ﾄﾞ･ｽｶｰﾄ の最適面 積の存在が認 められた。以上、 素材 の力 学的

性質 に応じた ﾄﾞﾚｰ ﾌﾟ分量に よって 、最適な ﾄﾞﾚｰ ﾌﾟ9の美しさが得 られ るこ とが示唆 された。
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